
キリンが導入した「AI研究員」に関する調査・分析報
告
調査基準日：2026年8月6日（日本時間）

Executive Summary

キリンホールディングスとGenerativeXが2026年8月6日に発表した取り組みは、報道上「AI研究員」と表現さ
れ得るものの、公式発表での呼称は研究活動に組み込まれた「AIエージェント」である。自律的に研究を完
結する人工研究者ではなく、人間研究員の仮説形成、情報探索、壁打ち、文書化、知識共有を途切れなく支
援する「伴走者」と位置付けられている。2026年からキリンの一部研究部門・研究所で運用を開始してお
り、将来的なグループ内展開を想定する。信頼度：高。

本件の戦略的重要性は、汎用チャットAIを個別業務に使う段階から、AIを研究プロセスそのものに埋め込み、
仮説・議論・探索履歴を組織資産化する段階へ移行しようとしている点にある。キリンが研究構想と現場適
用を担い、GenerativeXがAI技術とシステム実装を担うため、開発形態は純粋な内製でもパッケージ導入でも
なく、事業会社主導の外部ベンダー共同開発と評価できる。信頼度：高。

一方、モデル名、基盤モデル提供者、学習・検索対象データ、RAGの有無、クラウド／オンプレミス、API、
データ保持期間、アクセス制御、暗号化、モデル評価、契約条件など、技術・契約上の重要事項は公表され
ていない。キリンが2025年に導入したChatGPT Enterpriseや全社向けBuddyAIとの技術的関係も未特定であ
り、「OpenAIモデルを利用している」「BuddyAIのR&D版である」と断定する根拠はない。信頼度：高。

公式発表が掲げる効果は、仮説探索範囲の拡大、異分野融合、研究品質向上、創造的活動への集中である
が、現時点では、時間削減率、研究サイクル短縮、仮説採択率、特許数、研究成果数などの実績値・目標値
は未公表である。したがって、本件は「効果が実証された導入」というより、「運用開始済みの先行的な研
究プロセス変革」と捉えるべきである。信頼度：高。

生成AIは個人の新規性・有用性を高める可能性がある一方、複数利用者の成果が互いに似ることで組織全体
のアイデア多様性が下がる可能性が実験研究で示されている。研究用途では、架空文献、誤った因果関係、
AIの提案へのアンカリング、知的財産・営業秘密の漏えい、研究者の判断力低下が特に重要なリスクになる。
したがって、単純な利用率や時間削減ではなく、新規性・有用性・多様性・再現性・根拠追跡性・安全性を
同時に測定する多面的KPIが必要である。

総合評価は次のとおりである。

評価軸 分析結果
信頼

度

導入の実在性 2026年から一部研究部門で運用開始済み 高

AIの位置付け
人間を代替する自律研究者ではなく、研究フロー内の伴走型AIエージェン
ト

高

開発体制 キリンが構想・現場適用、GenerativeXがAI技術・システム実装 高
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評価軸 分析結果
信頼

度

技術透明性 基盤モデル、データ、インフラ、API、セキュリティ詳細の大部分が未特定 高

効果の実証度 定性的期待は公表、定量成果は未特定 高

戦略的潜在力 研究知識の組織化と研究サイクル短縮に大きな可能性 中

最大の経営課
題

創造性の均質化、品質・知財・情報管理、人間の過信を制御できるか
中～

高

本報告の信頼度区分は、高を公式発表・一次資料で直接確認できる事項、中を複数資料からの合理的推定ま
たはベンダー側資料、低を単一の二次情報や検証不能な情報としている。

記事と公式発表から確認できる導入内容

指定されたYahoo!ニュース記事のURLは、調査環境からはアクセス制限により本文を直接取得できなかっ
た。このため、Yahoo!ニュース本文と公式発表の逐語的な差分は確認できていない。指定記事が同日発表の
共同リリースを転載・紹介した記事である可能性は高いが、記事本文の完全な同一性は未特定である。信頼
度：中。

公式一次資料は、キリンホールディングスとGenerativeXの共同発表であり、2026年8月6日付で公表され
た。主な確定事項は以下のとおりである。

項目 公式発表から確認できる内容
信頼

度

導入目的
研究者の創造性を拡張し、仮説形成から知識共有までを一体で支援する「AIネ
イティブな研究環境」を構築する

高

問題認識
情報探索、過去資料検索、仮説整理、共有業務による「思考の分断」が、創造
的活動への集中を妨げている

高

導入時期 2026年から運用開始 高

対象範囲 キリンの一部研究部門・一部研究所 高

対象業務 仮説形成、情報探索、壁打ち、ドキュメント化、知見共有 高

AIの役割 研究者を代替せず、創造性を引き出す伴走者 高

知識管理 仮説、議論、探索履歴を蓄積し、組織全体で活用可能にする 高

開発方法 研究員の意見を取り入れたアジャイル開発 高

期待効果 仮説探索可能性の拡大、異分野融合の促進、研究の質の向上 高

将来機能
研究者の専門性・テーマの理解、課題兆候検知、仮説提案、研究者間連携の促
進

高

拡大方針 グループ内への展開を視野に入れる 高

定量目標・
成果

未特定 高
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公式発表では「AIが常時存在する」と説明されるが、これは必ずしもAIがバックグラウンドで無制限に自律行
動することを意味しない。公開情報から確認できるのは、研究者が個別にチャットを起動するだけの使い方
ではなく、研究ワークフロー上で連続的に支援する設計思想である。自動実験、自動発注、自律的な外部公
開、特許出願などの実行権限は未特定である。

また、「AI研究員」という表現には注意が必要である。公式資料は「AIエージェント」「伴走者」と呼んでお
り、Sakana AIのAI Scientistのように、着想、実験、分析、論文執筆をほぼ自律的に完結するシステムとして
は説明していない。したがって、本件を「人間研究員を置き換えるAI」と理解するのは、公開情報の範囲では
不正確である。信頼度：高。

キリンの生成AI活用全体における本件の位置付けは、次のタイムラインで整理できる。

この時系列は、キリンが全社的なAIリテラシー形成、部門別AI、専門業務向けAIエージェントへ段階的に進ん
できたことを示す。ただし、BuddyAI、ChatGPT Enterprise、本件のGenerativeX製システムが同一基盤上で
連携しているかは未特定である。

技術仕様、ベンダー、開発体制

公開情報から確定できる技術的分類は「AIエージェント」であることに限られる。通常、AIエージェントは
LLM、検索、外部ツール、計画機能、履歴管理などを組み合わせ得るが、本件について、それらが具体的にど
のような構成で実装されたかは明らかにされていない。一般的なAIエージェントの特徴を、そのまま本件の仕
様とみなすことはできない。

技術項目 公開状況 分析
信頼

度

システム種別
AIエージェ
ント

研究フロー内で複数の研究支援機能を連続提供する業務特
化型システム

高

基盤モデル名 未特定
GPT、Claude、Gemini、国産LLM、複数モデル併用のいず
れかは不明

高

モデル提供者 未特定
OpenAIとの既存関係はあるが、本件への採用は公表されて
いない

高

パラメータ規
模・推論方式

未特定
推論モデル、通常LLM、マルチエージェント等の区別は不
明

高
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2024年11月

マーケティング部門約400名へBuddyAI
for

Marketingを先行導入

2025年5月

BuddyAIを国内従業員約1万5,000人へ展開拡大

2025年7月

ChatGPT
Enterpriseを研究開発・企画・マーケティングの一部へ導入

2025年9月

キリングループAIポリシーを策定

2026年

一部研究部門で研究支援AIエージェントの運用を開始

2026年8月6日

キリンとGenerativeXが共同発表

キリンの生成AI活用と研究支援AIの公開タイムライン
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技術項目 公開状況 分析
信頼

度

学習データ 未特定
事前学習、追加学習、ファインチューニングの対象データ
は不明

高

社内データ利用 一部確認
仮説・議論・探索履歴を蓄積し組織利用する方針は公表。
ただし「学習」に使うとは明記されていない

高

RAG・検索基盤 未特定
情報探索機能はあるが、社内文書RAG、外部検索、論文DB
接続等の方式は不明

高

パーソナライズ
開発中・将
来構想

研究者ごとの専門性・研究テーマを理解する機能を拡充予
定

高

カスタマイズ方
法

一部確認 研究員の要望とAI技術の可能性を照合し、アジャイルに開発 高

配置形態 未特定
オンプレミス、プライベートクラウド、パブリッククラウ
ド、SaaSの区別は不明

高

利用端末・UI 未特定
Web、Teams、Slack、研究情報システム、電子実験ノート
等との統合は不明

高

API・外部ツール 未特定
文献DB、特許DB、ELN、LIMS、分析装置等へのAPI接続は
不明

高

マルチモーダル
対応

未特定
表、画像、スペクトル、実験データ、分子構造等への対応
は不明

高

データ保持期間 未特定
履歴を蓄積する方針はあるが、保存期間・削除・匿名化規
則は不明

高

セキュリティ方
式

未特定
暗号化、データ所在地、テナント分離、監査ログ等は非公
表

高

品質評価方法 未特定
ベンチマーク、正答率、専門家評価、レッドチーム結果は
非公表

高

ChatGPT Enterpriseとの関係。 キリンは2025年7月、研究開発部門の一部にChatGPT Enterpriseを導入し、
特許・文献調査、実験データ分析、論文作成などに利用すると発表している。しかし、2026年のGenerativeX
との発表にはOpenAI、ChatGPT、GPTモデルへの言及がない。したがって、本件がChatGPT Enterprise上に
構築されたAIエージェントであるかは未特定である。信頼度：高。

BuddyAIとの関係。 BuddyAIは、2025年5月から国内約1万5,000人に展開され、研究開発を含む部門別特化
と将来のAgentic AI化が示されていた。しかし、本件の公式発表はBuddyAIの名称を使用していない。このた
め、「BuddyAI for R&Dの完成版」または「BuddyAIの一機能」とする見方は現時点では推測にとどまる。信
頼度：高。

ベンダーと役割分担。 キリンは研究構想の設計と研究現場への適用、GenerativeXはAI技術の提供とシステム
実装を担当する。GenerativeXは2023年設立のFDE、すなわち顧客現場に入り込んで業務とシステムを共同設
計するタイプのコンサルティング・AI開発企業である。したがって、業務要件と研究プロセスの所有者はキリ
ン、技術実装の主要責任者はGenerativeXとみられる。信頼度：高。
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開発・契約項目 公開情報 信頼度

社内開発か外部開発か キリンとGenerativeXの共同開発・共同構築型 高

プロダクトオーナー 明示なし。ただし研究構想・現場適用をキリンが担当 中

システム実装主体 GenerativeX 高

基盤モデル事業者 未特定 高

クラウド事業者 未特定 高

契約形態 業務委託、準委任、請負、ライセンス等の区別は未特定 高

契約金額・期間 未特定 高

成果物・ソースコードの権利 未特定 高

入出力・派生知財の帰属 未特定 高

SLA・性能保証 未特定 高

データ処理契約、再学習禁止 未特定 高

第三者モデルへの再委託 未特定 高

キリングループはAIポリシーにおいて、人間中心、安全性、公平性、プライバシー、セキュリティ、透明性、
教育などの原則を掲げている。ただし、これはグループ共通の方針であり、本システムがどのような技術的
統制で各原則を実装しているかを示すものではない。プロジェクト固有のAI影響評価、データフロー図、脅
威分析、モデルカードの存在は未特定である。

社内運用フローと人間研究員との協働

公式発表から確認できる運用思想は、研究員が必要時にAIへ単発質問するのではなく、AIを研究フローに常駐
させるというものである。AIは仮説形成、検索、壁打ち、文書化、共有をつなぎ、研究員は研究課題の設
定、科学的妥当性の判断、実験、結論、説明責任を担う構図と考えられる。

実線部分は公式発表に基づく。破線の検証・承認工程は公式発表で詳細が開示されていないため、本報告が
推奨する統制である。

公開情報を基にすると、想定される運用は次のように整理できる。
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課題・文脈・質問

人間による検証・承認を推
奨 承認後

キリン
研究構想・現場適用

研究支援AIエージェント

GenerativeX
AI技術・システム実装

人間研究員

仮説候補の形成

情報・文献探索

壁打ち・反論生成

文書化・要約

知見共有
仮説・議論・探索履歴

組織の共創知

科学的妥当性・知財・安全
性確認 実験・意思決定・外部発信
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工程 AIの役割 人間研究員の役割 公開状況

研究課題
設定

過去論点・関連テーマの提示が
可能と推定

研究目的、社会価値、制約条件
を決定

詳細は未特定

情報探索
文献・過去資料・関連情報の探
索支援

原典確認、対象範囲、証拠品質
を判断

機能は確認、方式
は未特定

仮説形成
複数仮説、反証候補、異分野と
の接点を提示

科学的妥当性、実験可能性、優
先順位を判断

機能は確認

壁打ち
前提への反論、論理整理、追加
質問

暗黙知、現場経験、研究倫理を
加えて再構成

機能は確認

実験計画
支援可能性はあるが公式な対象
記載なし

実験条件、試料、安全性、統計
設計を承認

未特定

実験実行 装置制御・自動実験の記載なし 実験・観察・異常対応 未特定

分析・解
釈

本件発表では具体的記載なし
統計的・科学的解釈、因果関係
を判断

未特定

文書化
議論、仮説、探索結果の記録・
整理

内容確認、著者責任、引用確認 機能は確認

知識共有 履歴を蓄積し組織全体で利用
公開範囲、機密区分、再利用可
否を決定すべき

方針は確認、統制
は未特定

最終意思
決定

AIの決裁権は公表されていない
研究継続・中止、投資、特許、
発表を決定

未特定

意思決定プロセス。 公式発表は「研究者主役」「AIは代替ではなく伴走者」と明記するが、AI提案を誰が検
証するか、研究所長・プロジェクト責任者・品質保証・知財部門がどこで承認するかは示していない。した
がって、人間が最終責任を負うという理念は確認できる一方、具体的なHuman-in-the-Loopの工程は未特定
である。

評価指標。 現行システムの精度、回答採用率、誤回答率、仮説採択率、研究時間削減率、利用頻度などは非
公表である。研究員から「自らの研究活動に適したツール」と受け止められているとの記載はあるが、開発
参加者による社内評価であり、独立した効果検証ではない。信頼度：高。

教育・研修。 本システム専用の研修内容、受講対象、認定制度、禁止事項教育は未特定である。ただし、キ
リンはBuddyAIの導入でユーザー教育を実施し、ChatGPT EnterpriseについてもOpenAIの協力を得て業務に
即した教育プログラムを整備するとしているため、全社的な生成AI教育基盤は存在すると考えられる。これ
が本件に直接適用されているかは未確認である。信頼度：中。

本件に適した推奨運用は、AIが出力した内容をそのまま研究記録や意思決定資料に転記するのではなく、次
のステージゲートを設けることである。

研究員が課題、対象範囲、機密区分、禁止データを設定する。
AIが仮説、根拠、反証条件、引用候補を提示する。
別系統の検索または人間研究員が原典・データを確認する。
研究責任者が実験計画と資源投入を承認する。
結果とともに、採用しなかった仮説、AI出力、修正履歴を保存する。
特許、外部発表、規制対象研究では知財・法務・品質保証の承認を必須とする。
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この方式では、AIの価値を「答えを出すこと」ではなく、探索空間を広げ、検証可能な候補を高速に構造化
することに置ける。

期待効果と定量的KPI

公式発表が掲げる効果は、研究者の創造性拡張、思考中断の削減、仮説探索可能性の拡大、異分野融合、研
究品質の向上である。しかし、これらは現時点では期待値であり、現行システムについての定量的な実績は
公表されていない。

キリンは別の全社AI施策であるBuddyAIについて、国内約1万5,000人への展開で年間約31万時間の時間創出
を見込み、マーケティング部門の先行導入では、機能改良と教育によって年間想定効果が約2万9,000時間か
ら約3万9,000時間に高まる見込みと公表した。しかし、この数値を研究支援AIの効果として転用することは
できない。研究では、短時間化がそのまま研究価値向上を意味せず、検証の省略や低品質仮説の大量生成を
招く可能性があるためである。

推奨KPIは、効率、創造性、品質、知識資産、人的影響、安全性の六つを同時に測るべきである。

KPI領域 推奨指標 測定方法

研究効率
課題設定から検証可能な仮説形成までの
日数

導入前後または対照群との中央値比較

研究効率
文献探索、過去資料検索、議事録作成の
時間

作業ログと研究員タイムスタディ

研究効率 研究サイクルタイム
仮説形成から実験判断、次段階移行までを測
定

創造性 仮説の新規性 文献・特許との意味距離と専門家の盲検評価

創造性 仮説の有用性・実現可能性 複数専門家による独立採点

創造性 仮説ポートフォリオの多様性 仮説間類似度、分野分散、引用分野の広がり

異分野融
合

他研究所・他事業領域の知見利用率 引用元・参照データの部門横断比率

品質 引用・根拠の実在率 DOI、特許番号、原資料との自動・人手照合

品質 重大な事実誤り率 専門家レビューでの重大誤り件数

品質 再現可能性 同一条件で結果・判断を再現できる割合

品質 AI提案の採用・修正・却下率 AI出力と最終成果物の差分ログ

知識資産 過去研究の再利用率 蓄積知見が新規案件で参照された回数

知識資産 重複研究の回避件数 過去研究の発見によって中止・統合した案件

人的影響 研究への集中時間 深い思考・実験・対話に使った時間比率

人的影響 過信・依存度
検証なし採用率、反証行動、AI不使用時の能
力評価

安全性 機密・個人情報・知財事故 重大事故ゼロを必須条件とする

2
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KPI領域 推奨指標 測定方法

安全性 不正アクセス・権限逸脱 監査ログ、異常検知、権限エラー件数

事業成果 検証済み仮説数、ステージ通過率 人員・費用で標準化し、長期追跡

事業成果 特許・製品・研究成果の質
単純件数ではなく引用、事業寄与、再現性で
評価

創造性については、単純な「アイデア数」をKPIにすべきではない。生成AIは大量の候補を低コストで作れる
ため、件数のみでは見かけ上の成果が膨らむ。実験研究では、生成AIが個人の成果物の新規性と有用性を高
める一方、成果物同士の類似性が高まり、集合的な多様性が低下する傾向が示されている。このため、キリ
ンでは個々の仮説品質と、研究ポートフォリオ全体の多様性を分けて測定する必要がある。

望ましい検証デザインは、研究テーマの性質が近い複数チームを対象に、段階的導入、クロスオーバー試
験、またはステップドウェッジ方式でAI利用群と比較群を設けることである。少なくとも導入前8～12週間の
ベースラインを取得し、短期の時間削減だけでなく、半年から数年後の仮説検証、特許、研究中止判断、製
品化への影響を追跡する必要がある。

暫定的な拡大判定条件としては、次が妥当である。

判定条件 推奨水準

外部文献・特許の追跡可能性 AIが提示する根拠の100％に出典情報を付与

引用実在率 99％以上を暫定目標

重大な機密・個人情報事故 0件

研究成果の再現性 非利用群に対して悪化しない

仮説の新規性・有用性 盲検専門家評価で統計的または実務的改善

仮説ポートフォリオの多様性 非利用群から有意に低下しない

外部公開・特許・規制判断 人間の明示承認100％

モデル更新後の再評価 重要なモデル・プロンプト・データ変更ごとに実施

これらはキリンが公表した目標ではなく、本報告による推奨値である。

類似事例比較と専門家・業界評価

キリンの取り組みを評価するには、「AIを使う研究」全般ではなく、研究プロセスにAIを組み込む事例との比
較が有効である。
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企業・事例 対象領域 AIの役割・技術
自
律
性

公開されたデー
タ・基盤

キリンとの主な
差異

信
頼
度

キリン ×
GenerativeX

食、飲
料、ヘル
スサイエ
ンス等の
一部研究
部門

仮説形成、探
索、壁打ち、文
書化、知識共有
を一体支援

低
～
中

モデル・基盤・
データ詳細は未
特定

人間伴走と組織
知化を重視。技
術透明性は低い

高

第一三共 ×
AWS

創薬研究

AIエージェン
ト、クラウド、
実験自動化を統
合する次世代創
薬基盤。2026年
の運用開始を目
標

中
～
高

AWS、Amazon
Bedrock、
SageMaker系基
盤等を公開

AIがデジタル分
析だけでなく実
験自動化へ接続
する点で、キリ
ンより閉ループ
化が進む

高

L’Oréal × IBM
化粧品処
方研究

化粧品処方向け
カスタム基盤モ
デルを構築し、
新規処方、再処
方、量産最適化
を支援

中

多数の処方・成
分データを使
用。IBMの生成AI
技術を利用

特定科学領域の
専用基盤モデル
と学習対象を明
示。世界約4,000
人の研究者を想
定

高

Sakana AI「AI
Scientist」

機械学習
研究

着想、実験コー
ド生成・実行、
分析、図表、論
文執筆、査読ま
でを自動化

非
常
に
高
い

技術報告、コー
ド、生成論文を
公開

キリンの「伴走
型」と対照的な
自律研究型。た
だし企業業務へ
の本格導入では
なく研究実証

高

第一三共はAWSと、AIエージェント、クラウド、実験自動化を組み合わせた創薬研究基盤の構築を開始し、
2026年の運用開始を目標としている。研究員の意思決定支援から実験設備との連携へ進む点で、キリンより
もSelf-Driving Labに近い。

L’OréalとIBMは、化粧品の処方・成分データを利用した専用基盤モデルを構築し、新製品処方、既存商品の
再処方、量産化最適化を支援する。対象は世界の約4,000人の研究者とされ、利用データとモデル種別の開示
度はキリンより高い。ただし、効果の実績ではなく、複数年にわたる構築・展開計画として発表されたもの
である。

Sakana AIのAI Scientist-v2は、仮説、実験、コード、分析、論文執筆までを人間による修正なしで実行し、
生成論文の一つがICLR関連ワークショップの査読者採点で採択水準を上回った。ただし、その論文は実験計
画に従って公開前に取り下げられ、最終的なメタレビューは受けていない。この事例はAI研究自動化の可能
性を示すと同時に、「査読通過」という表現にも評価手続き上の留保が必要であることを示す。

肯定的評価。 GenerativeX型のAIエージェントは、汎用LLMを単独で利用するよりも、業務プロセス、社内情
報、ツール、見直し工程を組み合わせられるため、複雑な専門業務に適応しやすい。KPMGも、AIエージェン
トが計画、ツール利用、見直し、複数エージェントの役割分担を通じて、業務特化型タスクや意思決定支援
を高度化し得るとする。キリンが研究者の意見を取り入れ、研究フロー自体をアジャイルに設計した点は、
この実装原則と整合する。
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創造性研究でも、生成AIへのアクセスが個人の成果物の平均的な新規性と有用性を高め、とりわけ元来の創
造性評価が低かった参加者に大きな便益を与える可能性が示されている。この知見を研究開発へ慎重に外挿
すれば、AIが経験の浅い研究員や隣接分野に取り組む研究員の探索力を補完する可能性がある。もっとも、
当該研究は創作課題を対象としており、キリンの科学研究に同じ効果が生じることを直接証明するものでは
ない。

慎重・否定的評価。 生成AIへの早期依存は、AIが最初に出した解へ利用者を引き寄せるアンカリングを起こ
し得る。川上智子教授の2026年の論考は、AIが個人の創造性を支援しても、出力の類似化によって集団の創
造性を阻害する可能性、人間の役割が問題解決から問題発見・意味付け・意思決定へ移ることを整理してい
る。キリンが「共創知」を蓄積する場合、同じAI、同じ社内知識、同じプロンプト形式を全研究員が利用す
ることで、組織的な思考の収斂が起きるリスクがある。

研究情報の正確性も重大な論点である。Natureは2026年、AIが生成したとみられる無効・架空の引用が科学
文献に多数混入している可能性を報告した。また、最新のLLMでも自信を伴う誤情報は残り、検索や自己検
証等の緩和策を用いても完全には解消されないとの研究がある。したがって、「AIが文献を提示した」ことと
「根拠が存在する」ことを分離し、原典確認を必須化する必要がある。

本調査で確認できた範囲では、2026年8月6日のキリン発表そのものを対象に、独立した研究者、労働組合、
知財専門家、研究倫理専門家が具体的評価を示したコメントは未確認である。発表当日のため、現時点の評
価は企業・ベンダー側の説明と、一般的なAI研究支援に関する専門知見を組み合わせた分析である。信頼
度：中。

リスクと課題

リスク キリンで想定される具体像 影響 推奨統制
リス
ク評

価

ハルシネー
ション

架空論文、誤った特許番
号、存在しない実験結果、
誤った因果関係

研究品質低下、
誤投資、対外信
用毀損

原典リンク必須、引用検
証、自動照合、二重レ
ビュー

高

アンカリン
グ

AIの初期仮説が研究者の探
索方向を固定

革新的仮説の取
りこぼし

AI提示前に人間が独立仮説
を記録、反対仮説エージェ
ントを使用

高

アイデア均
質化

共通モデル・共通知識によ
り研究テーマが似通う

組織全体の創造
性低下

複数モデル、独立探索、仮
説多様性KPI、AI非利用
セッション

中～
高

データバイ
アス

過去の成功例、既存事業、
主要言語の資料に偏る

新領域・少数説
の過小評価

データカバレッジ評価、反
証データ、外部専門家レ
ビュー

中～
高

営業秘密流
出

未公開処方、菌株、臨床・
実験情報、提携先情報が外
部モデルへ送信

競争優位喪失、
契約違反

再学習禁止、テナント分
離、DLP、機密区分、入力
制御

高

個人情報・
要配慮情報

健康、研究参加者、従業
員、患者関連情報の入力

法令違反、権利
侵害

目的制限、匿名化、最小
化、データ処理契約

高
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リスク キリンで想定される具体像 影響 推奨統制
リス
ク評

価

知的財産侵
害

著作物・論文・データベー
スの不適切利用、類似表現
の出力

著作権・契約紛
争

権利台帳、利用許諾確認、
出力類似性検査

中～
高

発明者・著
者問題

AI寄与が大きい成果の発明
者性、著者責任が不明瞭

特許・論文の有
効性や説明責任
に影響

人間の創作的寄与を記録、
AI利用開示、知財部門審査

中～
高

説明可能性
不足

仮説がどの資料・推論に基
づいたか追えない

検証不能、再現
性低下

出典、プロンプト、モデル
版、ツール呼出しを監査ロ
グ化

高

権限逸脱
AIエージェントが不適切な
データやシステムへアクセ
ス

改ざん、削除、
漏えい

最小権限、読み取り専用、
認証・認可、実行前承認

中～
高

プロンプト
インジェク
ション

外部文書中の命令によりAI
が情報を漏らす

データ漏えい、
誤動作

コンテンツ分離、ツール制
限、入力サニタイズ、監視

中～
高

過信・技能
低下

若手研究員が検索、批判的
読解、仮説形成をAIへ依存

長期的人材力低
下

AI不使用演習、検証能力評
価、ローテーション、教育

中

評価の自己
循環

AIが生成した仮説をAIが評
価する

見かけ上の品質
向上

独立モデル、人間評価、実
験結果による外部検証

高

労働・役割
変化

文献調査・記録業務の減
少、研究員の役割再定義

不安、抵抗、評
価制度との不整
合

仕事の再設計、説明、再教
育、評価指標の見直し

中

ベンダー
ロックイン

モデル、履歴、プロンプ
ト、ワークフローが特定事
業者に固定

コスト増、移行
困難

データ可搬性、標準API、
終了支援、モデル交換可能
性

中～
高

個人情報保護委員会は、生成AIへ個人データを入力する場合、利用目的の範囲内であることを確認し、サー
ビス事業者が入力データを機械学習等に利用しないことを確認するよう注意喚起している。研究履歴に健康
情報、臨床情報、従業員情報が含まれ得る場合は、とりわけ重要である。

著作権について文化庁は、AI開発者、提供者、利用者それぞれに対し、学習段階と生成・利用段階のリスク
低減策を示している。企業研究では、論文本文、図表、データベース、特許資料、競合資料の利用条件を、
単なる「インターネットで閲覧可能」と同一視してはならない。

AIエージェント固有のリスクとして、単なる文章生成ではなく、データ検索、記録更新、外部システム操作な
どの権限を持つほど事故の影響が大きくなる。KPMGの事例解説でも、AIエージェントには「誰が作り、どの
権限で、何をするか」の管理、認証、認可、監視が必要と指摘されている。本件の実行権限は未特定である
ため、少なくとも初期段階では読み取り専用とし、書込み・外部送信・装置制御には人間承認を挟むのが妥
当である。
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法規制・ガバナンス面では、キリンのAIポリシーは2025年当時の「AI事業者ガイドライン第1.1版」に準拠し
て策定されたが、2026年3月には第1.2版が公表されている。したがって、本システムの拡大前に、社内ポリ
シー、リスク分類、チェックリストを第1.2版に照らして更新することが望ましい。

今後の展望、提言、主要ソース

短期的展望。 今後12か月では、一部研究所での利用データを蓄積し、研究員別・業務別に有効な機能と危険
な機能を区別する段階になると考えられる。公式に予定されている研究者の専門性・研究テーマ理解、課題
兆候検知、仮説提案が実装されれば、一般的なチャットAIから、研究員ごとの継続的なコンテキストを持つ
エージェントへ進む。ただし、パーソナライズが強まるほど、アクセス権、記憶の修正・削除、異動・退職
時の扱いが重要になる。

中期的展望。 1～3年では、文献・特許、過去の実験記録、電子実験ノート、研究テーマ管理、分析環境との
連携が進む可能性がある。さらに、キリンの食、飲料、ヘルスサイエンス、医薬の知識を横断できれば、異
分野融合という公式目標に近づく。一方、部門間で共有できる知識と、契約・規制・競争上共有できない知
識を細かく分離する必要がある。これは公開された将来計画ではなく、公式発表から導かれる合理的な展望
である。信頼度：中。

長期的展望。 3年以上では、AIが仮説を出すだけでなく、シミュレーション、実験計画、分析装置、ロボティ
クスと接続し、実験結果から次の条件を提案する閉ループ型研究へ発展する可能性がある。第一三共のAI
エージェント統合型創薬基盤やSakana AIの自律研究システムは、この方向性の先行例である。ただし、食
品・ヘルスサイエンス・医薬にまたがるキリンでは、安全性と品質保証を理由に、完全自律化よりも「制御
された半自律化」が現実的である。

推奨するガバナンスは次のとおりである。

優先
度

提言 実施内容

最優
先

システムカードの作成・社
内公開

モデル、データ、用途、非用途、既知の限界、評価結果、更新
履歴を文書化

最優
先

科学的根拠の追跡性
出典、検索日時、引用箇所、モデル版、プロンプト、修正履歴
を保存

最優
先

人間承認ゲート
実験、外部発表、特許、規制判断、システム書込みは人間承認
を必須化

最優
先

データ境界の明文化 入力可能・禁止データ、機密区分、保存期間、削除権限を定義

高 独立評価チーム 開発チームと別に品質、知財、セキュリティ、研究倫理を検証

高 多様性保護
複数モデル、反対仮説生成、AI非利用の独立思考、外部専門家
レビュー

高 モデル変更管理 モデル、検索データ、プロンプト、ツール変更時に再検証

高 インシデント対応 緊急停止、権限剥奪、ログ保全、影響範囲特定、再発防止手順

高 ベンダー契約強化
再学習禁止、データ所在地、削除保証、監査権、モデル変更通
知、移行支援
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優先
度

提言 実施内容

中 研究者教育
引用確認、反証、バイアス、知財、個人情報、プロンプト攻撃
を含む認定制度

中 労働影響評価 研究員の仕事、技能、評価、キャリアへの影響を定期調査

中 対外透明性
技術詳細を守秘範囲内で開示し、効果指標と事故情報を継続報
告

最も重要な経営判断は、利用者数や対話回数ではなく、AI導入によってキリンの研究仮説が本当に新しく、
有用で、多様で、再現可能になったかを測ることである。研究時間の短縮だけを成功指標にすると、AIが大量
の平均的な仮説を生成し、研究員がそれを処理する新たな負荷を生む可能性がある。

また、「共創知」の蓄積は本件の最大の資産であると同時に最大のリスクでもある。蓄積履歴には、成功し
た仮説だけでなく、失敗、迷い、競合分析、未公開発明、個人の専門性評価が含まれ得る。したがって、組
織知化は「全員がすべて閲覧できる状態」ではなく、目的、案件、機密区分、契約、地域、職務に基づく属
性ベースのアクセス制御とセットで設計すべきである。

最終的には、AIを研究者の代替人数として評価するのではなく、次の三点で評価することが望ましい。

人間だけでは見つけにくかった仮説・分野横断の接点を発見できたか。
誤りを増やさず、根拠と再現性を維持したまま研究サイクルを短縮できたか。
研究者の批判的思考、専門性、仕事の意味を損なわず、組織の研究能力を高めたか。

現時点の公開情報に基づく総合判断は、構想と運用思想は先進的だが、技術透明性と定量的効果検証はまだ
不足しているというものである。グループ全体への拡大は、モデルやデータの詳細を開示しないまま利用率
だけを追うのではなく、品質・多様性・安全性を含む客観評価を通過した場合に限定するのが妥当である。

主要ソース一覧

ソース URL

指定されたYahoo!ニュース記
事

https://news.yahoo.co.jp/articles/
8edd6841903085a0907c23546dbba1f78a1f6acc

キリン公式共同発表PDF「キリ
ンとGenerativeX、AIで研究開
発の在り方を刷新」

https://www.kirinholdings.com/jp/newsroom/release/
2026/0806_04.pdf

GenerativeX／PR TIMES共同
発表

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000044.000124664.html

キリン「BuddyAI」を約1万
5,000人へ展開

https://www.kirinholdings.com/jp/newsroom/release/
2025/0512_03.html

キリン「ChatGPT
Enterprise」を導入

https://www.kirinholdings.com/jp/newsroom/release/
2025/0714_02.html

キリングループAIポリシー策定
発表

https://www.kirinholdings.com/jp/newsroom/release/
2025/0930_01.html

キリングループAIポリシー本文 https://www.kirinholdings.com/jp/innovation/dx/aipolicy/

• 
• 
• 
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ソース URL

GenerativeX公式サイト https://gen-x.co.jp/

第一三共・AWSのAIエージェン
ト統合型創薬基盤

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/daiichi-sankyo-ai-agent-
integrated-drug-discovery/

IBMとL’Oréalの化粧品処方向
けAI基盤モデル

https://jp.newsroom.ibm.com/2025-01-28-ibm-and-loreal-to-build-
first-ai-model-to-advance-the-creation-of-sustainable-cosmetics

Sakana AI「AI Scientist-v2」 https://sakana.ai/ai-scientist-first-publication/

Sakana AI「AI Scientist」
Nature掲載発表

https://sakana.ai/ai-scientist-nature/

Science Advances「生成AIは
個人の創造性を高めるが集合
的多様性を低下させる」

https://www.science.org/doi/10.1126/sciadv.adn5290

川上智子「新市場創造の実践
理論と生成AIの活用可能性」

https://www.jstage.jst.go.jp/article/marketing/46/1/46_2026.004/
_html/-char/ja

Nature「AIによる架空引用の
科学文献への混入」

https://www.nature.com/articles/d41586-026-00969-z

KPMG「LLMの業務利用上の課
題と解決策としてのAIエージェ
ント」

https://kpmg.com/jp/ja/insights/2025/03/llm-ai-agent.html

経済産業省「AI事業者ガイドラ
イン第1.2版」

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/
ai_shakai_jisso/20260331_report.html

文化庁「AIと著作権について」
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/
aiandcopyright.html

個人情報保護委員会「生成AI
サービスの利用に関する注意
喚起」

https://www.ppc.go.jp/news/careful_information/
230602_AI_utilize_alert/

[PDF] キリンとGenerativeX、AIで研究開発の在り方を刷新 研究者と共創 ...
https://www.kirinholdings.com/jp/newsroom/release/2026/0806_04.pdf?utm_source=chatgpt.com

キリンとGenerativeX、AIで研究開発の在り方を刷新　 研究者と共創する新モデルを導入 | 株
式会社GenerativeXのプレスリリース
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000044.000124664.html

キリングループの生成AIツール「BuddyAI」を国内従業員約1万 ...
https://www.kirinholdings.com/jp/newsroom/release/2025/0512_03.html?utm_source=chatgpt.com

Generative AI enhances individual creativity but reduces ...
https://www.science.org/doi/10.1126/sciadv.adn5290?utm_source=chatgpt.com

Internal Error

OpenAIと連携し、生成AIサービス「ChatGPT Enterprise」を導入
https://www.kirinholdings.com/jp/newsroom/release/2025/0714_02.html?utm_source=chatgpt.com
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「キリングループ AIポリシー」を策定 | 2025年
https://www.kirinholdings.com/jp/newsroom/release/2025/0930_01.html?utm_source=chatgpt.com

第一三共、AWSと連携しAIエージェント統合型創薬基盤の構築 ...
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/daiichi-sankyo-ai-agent-integrated-drug-discovery/?utm_source=chatgpt.com

IBM and L'Oréal to Build First AI Model to Advance the Creation of Sustainable Cosmetics
https://newsroom.ibm.com/2025-01-16-ibm-and-loreal-to-build-first-ai-model-to-advance-the-creation-of-sustainable-
cosmetics?advocacy_source=everyonesocial&campaign=socialselling&es_id=f5e5de5499&share=dab533d0-7695-45fe-
b1b1-32a314d10bfe&userID=3500b058-2ffd-4a66-88f8-56a4cf21031f&utm_source=chatgpt.com

The AI Scientist Generates its First Peer-Reviewed ...
https://sakana.ai/ai-scientist-first-publication/?utm_source=chatgpt.com

LLMの業務利用上の課題と解決策としてのAIエージェント
https://kpmg.com/jp/ja/insights/2025/03/llm-ai-agent.html?utm_source=chatgpt.com

新市場創造の実践理論と生成AIの活用可能性
https://www.jstage.jst.go.jp/article/marketing/46/1/46_2026.004/_html/-char/ja?utm_source=chatgpt.com

Hallucinated citations are polluting the scientific literature. ...
https://www.nature.com/articles/d41586-026-00969-z?utm_source=chatgpt.com

生成AIサービスの利用に関する注意喚起等について
https://www.ppc.go.jp/news/careful_information/230602_AI_utilize_alert/?utm_source=chatgpt.com

AIと著作権について
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html?utm_source=chatgpt.com

Case Study：ソフトバンク - KPMG International
https://kpmg.com/jp/ja/insights/2026/07/case-softbank.html?utm_source=chatgpt.com
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